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越谷市・高橋努市長には前号で報告したと

おり１２月２１日に提言を行いました。 

  

●草加市長に提言を行いました 

 草加市・田中和明市長には、１月２１日に提

言を行いました。同市で地域活動支援センター

を運営し、パンの製造・販売や公共施設の売店

業務を行っている NPO法人障害者自立支援セン

ターめだかの代表理事・坂口鶴子さんから提言

書を手渡していただきました（上の写真）。山

川百合子県議、関一幸市議も立ち会っていただ

きました。 

 特別支援学校の教員を退職した参加者から

は子どものころから分けられてきた生徒たち

が職場や地域で孤立している状況が述べられ

ました。めだか工房施設長は市の業務の中で施

設等の障害者が共に働く機会の提供を検討で

きないかと述べました。 

これらを受けて市長は、現在草加公園の清掃

作業を障害者施設に委託しているが、今後もさ

らに検討を進めると述べました。 

 また、越谷市が開催する地域適応支援事業の

公開報告交流会に、草加市の職員も派遣するの

で案内をほしいと話されていました。 

 

 

●春日部市長に提言を行いました 

春日部市・石川良三市長には２月７日に提言

を行いました（下の写真）。参加者からは特別

支援学校で進路指導を担当した立場から、卒業

後の就労・生活の厳しさとその中で施設でなく

街で生きたいと活動している教え子のようす

が語られました。また、越谷市民ながら春日部

市の事業所に就職したばかりの人や春日部市

民ながら越谷市の通所施設利用者として越谷

市役所で職場実習を終えた人の報告もありま

した。市内施設が独自に開拓した工業団地での

工場敷地の除草作業も報告されました。 

約束の時間が過ぎ市長が退席された後も、部

長、課長他の職員が残り懇談しました。 

その中で、市からは障害者とシルバー人材と

がコラボで働く機会について、具体的な職場が

提示されれば調整の労はいとわないと話され

ました。また越谷の公開報告交流会への職員派

遣についても、案内をほしいと答えられました。 

「みなさんの話しを聞くといつも勇気をも

らえる」とうれしい言葉もいただきました。 

 

昨年１２月の共に働く街を創るつどい2012
の終わりに発表した「共に働く街をめざす提
言」を越谷・草加・春日部の市長に直接手渡
し、懇談・意見交換を行いました。 
 ３市への提言は１９９９年から毎年この時
期に行っており、今回で１４回目になります。 
対応してくださった市の皆さまをはじめ、参
加者の皆さま、ありがとうございました。 

越谷・草加・春日部市長に提言を行い懇談しました 



   

 

 

 
 

 
私たちは「市」というと、あの市役所

の「建物」をイメージしたり、その中の

障害福祉課とか就業支援課とかいった

「仕組み」やそこが担当する「施策」を

イメージするのではないでしょうか。 
 しかし、ともすれば忘れていること…

これらのすべては生身の人間によって

担われているんだということ。今回はそ

こに焦点をあててみたいと思います。 
 
 ふりかえれば、越谷市障害者就労支援

センター発足の土台ともなった障害者

地域適応支援事業のさきがけは、市職員

組合の協力で実施された市立病院組合

事務所での知的障害者の支援付き実習

でした。 
 なぜ市職員組合が受け入れに踏み切

ったのか？それは組合がずっと前から

自分たちの職場の中での格差、そこに発

する差別に対して目をつぶらずに取り

組んできたからです。そして、地域で生

きる人々に対してもお客様としてだけ

でなく共に生き・共に働き・共に考え・

試みる者同士として向かい合おうとい 
う志を絶やさずに来たからでした。 
 あらためていま「市」の中心で、また

周辺で、「市」を担う人間たちの生き方、

働き方、悩みと希望にふれたいと思いま

す。 
 
 共に働くまちを拓こうという私たち

の前に、「市」という世界が横たわって

います。つい先日も市長への施策提言を

行いました。学校、調達、公共事業、入

札、起業、施設外就労、ピア…。しかし、

そこにはいつも「人間」がいるのです。

人と人がどんな位置で出会うのか、どう

関わり合えるのか？学び、考え合い、新

たな一歩を進めたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
◇能力の高低に関わらずもっと職場へ  

市の仕事って生きた人間が担ってるんだよ 
第４７回共に働くまちを拓くべんきょう会 永野 勝さん（越谷市職員組合委員

長） 



ピアサポートの重要性と幅を認識 
 

地域活動支援センターひかりの森 
就労支援担当 中村伸一 

 
私は、今年度より「地域活動支援センターひかりの森

（視覚障がい者支援）」で、“就労支援担当”として活動

しています。今回の「つどい」に参加させていただき得

た情報や考え方など、今後の就労支援活動に際し、非常

に意味のあるものとなりました。 

特に、ピアサポートのひとことには、障がい者だけで

はなく、健常者を含めた相互理解が重要であることも、

あらためて、認識する事が出来ました。 

さらに、障がい者就労は、受動的な現状システムでは

厳しい状況下にあり、障がい当事者の積極的なアピール

や活動が重要であり、必要不可欠であることも痛感し、

その活動支援の重要性を再認識させられました。今回は、

ミクロからマクロまでの幅広い支援の重要性を再認識す

る良い機会となりました。 

 

 
社会的企業の中身につながること 

 
ＮＰＯひかりの森事務局 

ふくし生協さいたま 
飯島信吾 

 
《共に働く街を創るつどい２０１２「ピアサポートに

よる障害者就労支援―その可能性と環境」》に初めて参加

して、「ピア」という言葉の意味をじっくり聞けた。 

 これまで活動内容はくわしく分からなかったが、障害

者の「働く」ことへの熱き思いとその思いに同伴する人

間の存在は、街の中に新鮮な風が吹いている感じがした。 

 たまたま今、明治大学の中川雄一郎先生・柳沢敏勝先

生たちが始めた「日英社会的企業比較研究センター」の

広報（ＷＥＢなど）の仕事をしている。 

 このセンターはさまざまな「社会的排除」をなくすた

めの日本とイギリスの調査・研究を行い、「社会的企業」

（ワーカーズ・コレクティブ、ワーカーズ・コープ=労働

者協同組合、共同連、女性たちの仕事おこしなど）を国

内外にアピールしようとするものだ。 

 その中身の一歩が、この越谷の地に生まれていること

に気づかされた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共に働く街を創るつどい 2012 に参加して 
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▷委託事業（越谷市障害者就労支援センター） 
こちらは市の機関で、当会が委託を受けて運営している場です。職員の数が限ら 

れ、職場や関係機関へ訪問することも多いため、予めお電話をいただき、調整させて

いただければ、十分な時間をかけたお話ができます。特に下記のガイダンス、セミナ

ーは事前に電話等でご連絡をお願いします。 

 

●就労支援センターガイダンスが、３月 11 日（月）、４月 10 日（水）、５月

9 日（木）（いずれも 10：00～12：00）、セミナーが、３月 14 日（月）、４月

16日（火）、５月 14日（火）（いずれも 13：00～16：00）に開かれます 
 ガイダンスでは、個別相談だけでは十分にお伝えしきれないセンターのさまざまな

活用方法について、わかりやすくご説明します。そのときどきの旬の情報もお知らせ

します。疑問・質問にもお答えします。何度でもご参加ください。 

セミナーは、毎月テーマを決めワークショップ形式で行います。 

会場はいずれも原則、産業雇用支援センター4階です。 

 

●職場参加を語る会が、３月 13日（水）、４月 17日（ 

水）、５月に開かれます。10：00～12：00です。 
未就労の人、就労中の人、支援者、家族…誰でもふらりと 

参加できる近況報告や情報交換の場です。お気軽に。 

会場は世一緒です。 

 

●2012年度の公開報告交流会 
 地域適応支援事業がすべて終了した後 

に昨年度から公開で行っている 

報告交流会は 3 月 26 日（火）開催です。 

  

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 ▷本部事業   
○世一緒は未就労の障害者が電話番をしています 
 本部事業の拠点である「職場参加ビューロー・世一緒」は、専従職員がいません。

月～金の 10：00～16：00 は、就労支援センターの利用者等の中から希望者を募り、

職業体験の一環として、日替わりで電話番や掃除、来所者への説明、印刷・製本など

の日常業務を担ってもらい、若干の謝金または実習手当を支給しています。 

世一緒に来所や電話をされるときは、お手数ですが、できるだけわかりやすい言葉

で、短く、ゆっくりお話しいただければ幸いです。 

ここは公的機関ではなく当会のインフォメーションセンターです。ご予約なしで通

りがかりにお立ち寄りいただいてもかまいません。要領を得ない説明をするかもしれ

ませんが、お時間があればその都度ご質問いただきながら説明させていただければと

思います。さまざまな人々が出会うための社会実験の場として開設しています。 

 

●世一緒の新人さんからひとこと（林 和久） 
こしがやにしようごがっこうにいっていました。１年生のときはこうないで車

のせんしゃをしました。あとは、しょうゆのばりとりをしました。 
２ねんのときは、げんばじっしゅうにいきました。いわつきのコンパニョせい

かにいきました。くつのしごとをしました。あとはクリニングやにいきました。 
３ねんせいのときはさかぜんにいきました。さかぜんにしゅうしょくしました。 
ぼくはがんばっていきました。やなことをでしごとにいけなくなりました。 
 

当会の目的 

 

この法人は、地域の事業所、

福祉施設、学校、在宅障害者と

家族、市民に対して障害者の

職場参加活動を啓蒙、普及、促

進する事業を行い、障害者の

多様な働きかたの実現をめざ

し、労働と福祉の障壁の解消を

図るとともに、共に育ちあい、働

きあい、暮らしあうまちづくりを

通して、もって地域社会の発展

に寄与することを目的とする。

(定款第 3 条) 

 

当会の事業 

・特定非営利活動に係る事業  

職場参加の基盤形成のための

支援事業  

・福祉施設等の職場参加に関

する協力関係の促進を図る事

業  

・障害者の就労・生活支援のた

めの資料収集と情報提供に関

する事業  

・啓蒙と地域の輪を広げるため

の勉強会等を開催する事業  

・国、自治体に対して施策を提

言する事業  

・協力事業所の開拓に関する

事業     （定款第 5 条） 

 

会員募集 

障害者の職場参加をすすめる

会では趣旨に御賛同いただけ

る方を常時募集しています。 

正会員 

年会費 ３，０００円  

賛助会員 

個人年会費 ３，０００円  

団体年会費 ５，０００円  
 

当会の事業インフォメーションあれ

これページ。（左の絵は世一緒スタッ

フ・新井里佳.さん作） 


